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日 本 アイ ビー エム 株 式 会 社 東京 都 港 区 六本木 3-2-12 (〒106) 


保証 の 範囲 に つい て 
(記録 媒体 お よび プロ グラ ム ) 
弊社 は 、 弊 社 、IBM 製 品 特約 店 また は 弊社 の 認め た 供給 者 か ら お 客 様 に 直接 納入 され た 本 プロ グラ 
ム に つき 、 次 の 通り 保証 いた し ます 。 な お 、「 お 客 様 」 と は 、 再 販 用 に で は な く 、 自 己 使 用 の た め 
に 、 プ ログ ラム の 使用 権 を 得 た お 客 様 の こと を いい ます 。 保証 期 間 内 で あれ ば 、 移 転 先 の お 客 様 も 同 
様 の 保証 を 受け られ ます 。 


1. 記録 媒体 
a. 弊社 は 、 通 常 の 方 法 で 使用 され る こと を 条件 と し て 、 プ ログ ラム が 記録 され た メデ ィ ア が 
材料 と 仕上 げに 欠陥 の な いこ と を 、 納 入 日 か ら 3 ヶ月 間 保 証し ます 。 な お 、 納 入 日 は 、 証 票 に 
より 確認 する も の と し ます 。 
b. 保証 期間 中 の 記録 媒体 に つい て 、 
1) 弊社 また は IBM 製品 特約 店 は 、 証 票 と と も に 返還 され た 場合 に は 保証 に 合致 し な い 記 
録 媒 体 を 交換 し ます 。 
2) 弊社 また は IBM 製品 特約 店 が 、 前 号 の 交換 用 記録 媒体 を 納入 で き な い 場合 、 お 客 様 は 
本 プロ グラ ム を 解約 、 返 還 し 、 返 金 を 受け る こと が で きま す 。 
2. プロ グラ ム 
a. 本 プロ グラ ム は 最初 の お 客 様 へ の 納入 日 か ら 3 ヶ月 間 、 弊 社 の 認め る 機械 で 無 修正 で 適切 に 
使用 され た 場合 に お いて 、「 ラ イセ ンス 情報 」 中 に 記載 の 仕様 に 合致 する こと を 保証 し ま 
す 。 な お 、 納 入 日 は 証票 に より 確認 する も の と いた し ます 。 
b. 保証 期間 中 、 仕 様 に 合致 し な いと お 客 様 が 判断 され 、 弊 社 に 通知 いた だ いた 場合 、 弊 社 は 
次 の 何れ か に より その 問題 解決 を 試み ます 。 
1) サー ビス 期間 内 の 場合 、 修 正 用 プロ グラ ム を 提供 し ます 。 サ ービス 期間 終了 の 場合 
は 、 既 存 の 修正 用 プロ グラ ム を 提供 し ます 。 
2) 弊社 の 判断 の も と で 機能 的 に 同等 な プロ グラ ム と 交換 し ます 。 


弊社 が 上 記 の 保証 責任 を 履行 で き な か っ た 場合 、 お 客 様 は 本 プロ グラ ム を 解約 、 返 還 し 、 返 金 
を 受け る こと が で きま す 。 弊 社 は 上 記 以外 に プロ グラ ム の 誤り を 訂正 する こと 、 あ る い は プロ グ 
ラム の 実行 が 中 断 さ れ な いこ と を 保証 する も の で は あり ませ ん 。 

3. その 他 

a. この 保証 は 、 本 プロ グラ ム が 日 本 国内 お よび 指定 され た 国 に お いて 使用 され る 場合 に 限り 

有効 で す 。 

b. 上 記 の 保証 は 、 当 契約 に も と づく 保証 の すべ て を 規定 し た も の で あり 、 法 律 上 の 現 導 担 保 

責任 を 含む すべて の 明示 また は 黙示 の 保証 貴 任 に か わる も の と し ます 。 

c. な お 、 保 証 期 間 終 了 後 も 、「 ラ イセ ンス 情報 」 に その 旨 記 載 が ある 場合 は 、 プ ログ ラム の 

サー ビス 期間 内 で あれ ば 所 定 の プロ グラ ム ・ サ ービス が 受け られ ます 。 

d. この 保証 に 関す る サー ビス の 連絡 先 に つき まし て は 「 ラ イセ ンス 情報 」 の 該当 項目 を ご 参 

照 く だ さい 。 


特記 事項 


本 『 ラ イセ ンス 情報 』 に 記載 され て いる IBM 製品 、 プ ログ ラム また は サー ビス は 、IBM が 営業 活動 し 
て いる すべ て の 国 で 提供 で きる こと を 意味 する も の で は あり ませ ん 。 


また 、 本 『 ラ イセ ンス 情報 』 に お いて 、IBM 製 品 、 プ ログ ラム また は サー ビス に つい て 言及 し て いる 
場合 、 当 該 IBM 製 品 、 プ ログ ラム また は サー ビス の み が 使 用 可能 で ある こと を 意味 する も の で は あり 
ませ ん 。TIBM 製 品 、 プ ログ ラム また は サー ビス の 代わ り に 、IBM の 知 的 所 有 権 ま た は 他 の 法 的 保護 権 
を 侵害 し て いな い 、 機 能 的 に 同等 の その 他 の 製品 、 プ ログ ラム また は サー ビス を 使用 する こと が で き 
ます 。 た だ し 、 弊 社 が 明示 し て 指定 し て いる も の の 場合 を 除き 、 他 の 製品 、 プ ログ ラム また は サー ビ 
ス に 関す る 評価 及び 確認 は お 客 様 の 責任 で 行っ て いた だ きま す 。 


IBM は 本 『 ラ イセ ンス 情報 』 記 載 の 事項 に つい て 特許 権 (特許 出願 を 含む ) を 所 有 し て いる こと が あ 
り ま す 。 本 『 ラ イセ ンス 情報 』 の 提供 は 、 特 許 権 に 関す る いか な る 権利 の 許諾 も 意味 する も の で は あ 
り ま せん 。 特許 実 施 許諾 に 関す る お 問い 合わ せ は 、 文 書 で も っ て 下記 の 宛先 に ご 連絡 くだ さい 。 


〒106 

東京 都 港 区 六本木 3-2-31 

IBM ワー ルド トレ ー ド アジ ア コー ボレー ショ ン 
コマ ー シ ャ ル リレー ショ ンズ 


本 書 に お いて 、 星 印 (が 付け られ て いる 以下 の 用 語 は 、IBM 社 が 所 有 し て いる 商標 で す 。 
IBM 


本 書 に お いて 、 二 重 星 印 (** ゞ ) が 付け られ て いる 以下 の 用 語 は 、 以 下 に 示す 他社 が 所 有 し て いる 商標 で 
す 。 


Microsoft は Microsoft Corp.( 米 国 ) の 登録 商標 で す 。 

Windows は Microsoft Corp.( 米 国 ) の 商標 で す 。 

Central Point Backup は Central Point Software, Inc.( 米 国 ) の 商標 で す 。 

Phoenix は Phoenix Technologies, Inc.( 米 国 ) の 商標 で す 。 

PCMCIA は Personal Computer Memory Card International Association( 米 国 ) の 商標 で す 。 
PenDOS は Communication Intelligence Corp.( 米 国 ) の 商標 で す 。 
LaserJet は Hewlett-Packard Company( 米 国 ) の 商標 で す 。 

Intel お よび 80386 は Intel Corp.( 米 国 ) の 商標 で す 。 


ライ セン ス 情 報 


。 PC DOS バー ジョ ン J6.3/V (S605-PDA) 


* PC DOS バー ジョ ン J6.3/V Upgrade (5605-PEA) 


注 : 


S605-PDA と 3605-PEA は 導入 に 関す る 前 提 条 件 が 違う だ け で 導入 後 の 機 能 は 同一 で す 。 従 っ 
S605-PEA の パッ ケー ジ に も 3605-PDA の ライ セン ス 証 書 が 添付 され て いま す 。 


プロ グラ ム の 仕様 


PC DOS バー ジョ ン J6.3/V お よび PC DOS バー ジョ ン J6.3/V Upgrade (以降 、 特 に 断ら な い 限 り 、 
PC DOS J6.3/V と 呼ぶ ) は PC DOS Version 6.3 を ベー ス に 日 本 語 サ ポー ト の 機能 を ソフ トウ ェ ア で 
実現 し た シン グル タス ク の オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム で す 。 


PC DOS J6.3/V の 特長 


カー ネル 、 メ モリ ー・ マ ネー ジャ ー、 デ ィ ス ク ・ キ ャ ッシュ ・ プ ログ ラム の パフ ォ ー マ ンス が 向 
上 し まし た 。 キ ャ ッシュ ・ プ ログ ラム は CD-ROM も サポ ー ト し ます 。 


スタ ー ト ・ ア ッ プ 時 の トラ ブル 回 避 の た め の ブ ー ト ・ オ プシ ョ ン 機 能 、 お よび 複数 の 環境 が 一 つ 
の シス テム 構成 ファ イル (CONFIG.SYS) で 設定 で きる 複数 シス テム 構成 機能 を 提供 し ます 。 ブ ー 
ト ・ オ プシ ョ ン 機 能 で は 、 デ ィ ス ク 圧 縮 ド ライ バー の ロー ド を スキ ッ プ し た り AUTOEXEC.BAT 
ファ イル も 一 行 ず つ 実 行 で きま す 。 


IBM DOS J5.0/V と 非常 に 高い 互換 性 を 提供 し ます 。 日 本 語 Microsoft⑥** Windows"** V3.1 
を は じ め と し て ほとん どの J5.0/V 用 アプ リケーション が その まま 稼働 し ます 。 


PC DOS 6.1 の 機能 が 、 日 本 語 モ ー ド は も ちろ ん 英語 モー ド で も 利用 で きま す 。 


ー パッ チ ・ フ ァイル を 一 行 ず つ 実 行 可 能 

ー COPY,XCOPYJMOVE コマ ンド が 上 書き 確認 メッ セー ジ を 表示 
ー 数 字 の 表示 の 際 に 3 桁 ご と に カン マ を 表示 

ー ディ スク を より 有効 に 利用 する ディ スク 圧縮 ツー ル 

ー 基本 メモ リー を より 広く 解放 する メモ リー 最適 化 ツ ー ル (複数 シス テム 構成 機能 に 対応 ) 
ー ディ スク 上 の ファ イル を 高速 に アク セス 、 デ ィ ス ク 最 適 化 ツ ー ル 
ー 2.000 種 以 上 の ウィ ルス の 検出 を 行う アン チ ウ ィ ル ス 

ー テー プ も サポ ー ト する Central Point バッ クア ッ プ ** 

ー 複数 ファ イル を 同時 オー プン で きる フル スク リー ン ・ エ ディ ター 
ー 三種 類 の プロ テク ト 方 法 に より 、 よ り 確 実 な アン デリ ー ト 

ー 二 つ の シス テム 間 で ファ イル 転送 を 実現 する ユー ティ リティ ー 

ー LCD 上 で の ポイ ンタ ー の 視認 性 を 高め た マウ ス 

ー ノー トブ ッ ク 型 PC の バッ テリ ー を 節電 する APM 機能 

ー Phoenix** 社 製 の PCMCIA** ドラ イ バ ー 

ー ペン で コン ピュ ター を 操作 で きる PenDOS** 機能 

ー CD-ROM の アク セス 機能 (MSCDEX**) の 提供 


日 本 語 処 理 機能 の 強化 も な され まし た 。 


注 : 


V-Text の 標準 サポ ー ト と VGA 用 の ドラ イ バ ー の 標準 提供 

12 ドッ ト ・ フ ォ ン ト を 利用 し て 、VGA で 106 桁 x 40 行 を 実現 

24 ドッ ト や 32 ドッ ト を 用 いて VGA で 拡大 テキ スト ・ モ ー ド を 実現 
XMS イン ター フェ ー ス を サポ ー ト し た フォ ント ・ サ ブシ ステ ム 

26 行 目 に 入力 状況 城 を 表示 させ る 26 行 モ ー ド の サポ ー ト 

ダイ ナミ ッ ク に 切り 換え 可能 な プリ ンタ ー・ ド ライ バー 
Hewlett-Packard LaserJet** プリ ンタ ー の サポ ー ト 

DOSV.INI ファ イル に よる シス テム 環境 の 一 元 管理 

DOSV.INI ファ イル を 編集 する た め の フ ルス クリ ー ン ・ プ ログ ラム 
3.2 イン チ 、1.2MB フォ ー マ ッ ト の ディ スケ ッ ト の サポ ー ト 

32/48 ドッ ト の ユー ザー・ フ ォ ン ト の サポ ー ト 

イン スト ー ル ・ プ ログ ラム に 1.2MB ディ スケ ッ ト の 使用 や ハー ド デ ィ スク の フォ ー マ ッ ト の 
オプ ショ ン が 追加 


本 パッ ケー ジ に は BASIC イン ター プリ ター は 含ま れ て お り ま せん 。 


プロ グラ ム の 稼働 環境 


必要 な シス テム 構成 
1. PC DOS J6.3/V は 、 以 下 の 機 種 に 対応 し て いま す 。 
* Intel** 80286(*1) 以上 の IBM 製 パ ー ソ ナル ・ コ ンピュータ ー お よび その 100%% 互換 機 (*2) 
2. 上 記 の 各 モ デル は 以下 に 示す 装置 ・ 機 構 を 備え て いる 必要 が あり ます 。 
* 3.5 型 デ ィ ス ケッ ト ・ ド ライ ブ 
1.44MB 
SE りー 


2MB(*3)( 日 本 語 の フォ ント ROM を 持た な い プ リン ター に 日 本 語 を 印刷 する 場合 と 拡大 テキ 
スト ・ モ ー ド で 24 ドッ ト を 使用 する 場合 は 3MB) 


*。 ハー ド デ ィ スク ・ ド ライ ブ 
6MB-18MB (*4) 
* ディ スプ レイ 
VGA 対応 ディ スプ レイ 
・ キー ボー ド 


IBM 3576-001/002/003 

IBM 3376-A01(106) お よび その 互換 キー ボー ド 
IBM 101 キー ボー ド 

AX キー ボー ド 

東芝 J3100 ノー トブ ッ ク 型 キー ボー ド 


(*1) 機 能 に よっ て は 、80386** 以上 が 必要 で す 。 

(*2) 互 換 機 上 で ご 使用 され る 場合 の 、 障 害 報告 等 は 必ず 、 そ の 互換 機 メ ー カ ー へ お 問い 合わ せ 
(*3) 実 行 する アプ リケーション に よっ て は 、 さ ら に 追加 する 必要 が あり ます 。 

(*4) 導 入 す る オプ ショ ン に よっ て 異な り ま す 。 


必要 と する プロ グラ ム 
・ 本 プロ グラ ム 以 外 に 必要 あり ませ ん 。(3605-PDA) 
* 旧 バ パ バー ジョ ン の DOS が 導入 され て いる 必要 が あり ます 。(3605- PEA) 


追加 情報 
お 客 様 は 、 本 「 ラ イセ ンス 情報 」 の 「 プ ログ ラム の 保全 」 の 規定 に 従い 、IBM プ ログ ラム お よび 配 録 


媒体 に 表示 され て いる も の と 同一 の IBM の 著作 権 表 示 ま た は IBM の プロ グラ ム 頒 布 者 の 著作 権 表 示 
を 、IBM プ ログ ラム の すべ て の 複製 物 に 対し 必ず 行う も の と し ます 。 


プロ グラ ム の 保全 


携帯 用 記録 媒体 に 記録 する 場合 、 追 加 ラ イセ ンス 複製 物 並 びに その 資料 に 、 プ ログ ラム 番号 と 「Copy- 
right International Business Machines Corporation」 の 文言 を 表示 し 、 さ ら に その プロ グラ ム ま た は 資 
料 に 表示 され た 著作 権 の 年 を 明記 し て くだ さい 。 追 加 ラ イセ ンス 複製 物 に は 、 次 の 文言 も 明記 し て く 
だ さい 。 


License Materia] - Property of IBM 
IBM retains title to this copy and to any copy made from 1t. 
You may not transfer posession of this copy to any third party. 


資料 に は 次 の 文言 も 5 明記 し て くだ さい 。 
Reprinted by permission of IBM. 


提供 する ライ セン ス ・ プ ログ ラム 資料 


本 プロ グラ ム は オプ ジェ クト ・ コ ー ド の み が 提 供 さ れ ま す 。 


プロ グラ ム ・ サ ービス の 内 容 


本 プロ グラ ム に 対し て 、IBM サ ポ ボート ・ セ ンタ ー・ サ ービス を 含む 中 央 サー ビス が 提供 され ます 。 プ 
ログ ラム ・ サ ービス の 提供 期間 は 平成 7 年 5 月 1 0 日 まで で す 。 
IBM の プロ グラ ム ・ サ ービス を ご 希望 の お 客 様 は 、 以 下 の い ずれ か の 方 法 で ご 連絡 くだ さい 。 
* 本 プロ グラ ム を 取得 され た IBM 特約 店 に 連絡 する 。 
* お 客 様 の サー ビス ・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー に 相談 する (お 客 様 の 中 で サー ビス ・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー が 任 
命 さ れ 、 弊 社 に 登録 され て いる 場合 )。 


IBM 中 央 サー ビス は 、 ラ イセ ンス ・ プ ログ ラム の 未 変更 部 分 の 欠陥 に 対処 いた し ます 。 た だ し 、 プ ロ 
グラ ム の 稼働 環境 で 述べ られ て いる 必要 な 機械 構成 を 満た す サコ ンピュータ ー 上 で 問題 を 再現 で きる 場 
合 に 限り ます 。 こ の IBM 中 央 サー ビス に お いて 、 弊 社 は 次 の も の を 提供 し ます 。 


* 町 正文 書 な どの 修正 サー ビス 情報 

* 修正 コー ド 

* 修正 コー ド の 発行 通知 

* 使用 上 の 制約 

* 問題 回 避 に 関す る 情報 

これ ら は 、 弊 社 の 判断 の も と に 適宜 提供 され ます 。 


日 本 国外 で 本 プロ グラ ム を 使用 する 場合 の 保証 サー ビス に つい て は 、 そ の 国 の IBM 営業 担当 員 若 し く 
は IBM 製品 販売 店 に お 問合せ くだ さい 。 





当 『 ラ イセ ンス 情報 』 に 記載 の IBM 製品 IBM プロ グラ ム 、IBM サ ービス は 、IBM が 現在 事業 を 展開 
し て いる すべ て の 国 で 利用 で きる と いう こと を 意味 する も の で は あり ませ ん 。 ま た 、 特 定 の IBM プロ 
グラ ム に 関す る 記述 は 、 そ の IBM プロ グラ ム だ け で な く 、 機能 的 に 同等 な 他社 製 プ ログ ラム を 使用 し 
て も よい こと を 意味 し て いま す 。 


当 『 ラ イセ ンス 情報 』 に 参照 され て いる も の を 含め 、 本 プロ グラ ム に 関す る 他 の いか な る 文書 も 、 情 
報 供与 を 目的 と し て 発行 され た も の で 、 そ れ ら が 当 『 ラ イセ ンス 情報 』 に 記載 の 内 容 を 拡張 し た り 、 
変更 し た りす る こと は あり ませ ん 。 


山 
基 
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